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「新機能創出ガラスの加工技術開発プロジェクト／ 

次世代光波制御材料･素子化技術」（事後評価） 

評価概要（案） 

 
１．総論 
１）総合評価 
本プロジェクトは、NEDO 事業として、確かな位置付けや運営により、学術的な

情報の収集や産業界の動向の調査に基づいて各々の技術開発における目標値が的確

に設定・実施され、高屈折・低屈伏点ガラスの開発から、モールド加工技術、更に

は、素子の開発・評価まで多くの課題に対し、最終的に目標を上回る成果が得られ

たと高く評価できる。 
また、プロジェクトリーダーのリーダーシップのもと、設備、人材両面で効果的

な協力体制を構築し、産官学の連携及び棲み分けが非常にうまくバランスしており、

最短の時間で最大限の成果を引き出せた。さらに、製品化の計画や市場調査も行わ

れ、成果の実用化方針も具体的に見えることから、実用化に結びつくものと期待で

きる。 
一方、目標とする実用化レベルに達した成果は多いものの、他に対抗技術（代替

技術）がある部分もあり、コストも含めた競争力について今後の差別化を伴った実

用化検討がさらに重要である。 
 
２）今後に対する提言 
本技術を用いて、我が国の得意とする情報家電の分野の市場拡大を狙うために、

社会ニーズや技術動向の変化を調べ、現在進行している技術に対し本技術の開発に

より差別化がどこまで可能となるのか、実現の可能性と最終的な製品性能のバラン

スを取りながら、商品化を目指して欲しい。 
また、プロジェクトで生み出されたガラスの微細加工に関する技術は汎用性に富

むため、対象とする波長範囲を広げることで他の分野への展開も大いに期待される。

とりわけ赤外域を対象とした医療、生命、セキュリティの分野への展開は意義のあ

るものであり、さらなる研究を進めて欲しい。 
今後、グローバルな競合時代を迎え、一企業や一研究機関の枠を超えて、横断的

なオールジャパンによる研究開発体制がますます重要となる。その場合、複数の研

究機関の成果・知的資源を包括的にマネジメントする機構が必要である。なお、委

託事業が科学的な観点からの新しい要素技術の開発を目的とするならば、単なる製

品開発に留まらない真に必要な技術かどうかを問うための方策、例えば、助成事業
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の一般公募なども今後の検討課題であろう。 
２．各論 

１）事業の位置付け・必要性について 
ナノテク・部材イノベーション及び IT イノベーションプログラムにおける重点分

野の一つであり、これまで日本が技術的に得意とする分野をさらに強固にし、当該

分野において、これからの世界的な優位性を確実にすることを狙う、時宜を得た重

要な事業である。 
また、ガラス表面にプレス成形でナノオーダーの構造を形成させる技術は、将来

的にも非常に重要な技術であるが、高度な技術開発を要するので民間だけでの開発

ではリスクが大きく、NEDO の事業として妥当である。 
一方、事業効果として、充分大きな経済的効果が期待されるものの、応用の想定

される産業分野は、社会状況や技術動向の変化が激しく、海外との競争も激しい分

野である。今後、厳しい競争に伍していくためには、効果の詳細な検証と並行して

積極的な技術開発を進めることも必要である。 
 
２）研究開発マネジメントについて 
従来は個別・独立的に進められる基盤技術研究と実用化研究を同一事業の中で推

進するという極めて困難なシステムにおける運営・展開であったが、プロジェクト

リーダーの強いリーダーシップの下で、産総研、大学、メーカー等に分散していた

関連技術の連携が十分行われ、集中研を軸とした委託事業と、応用を軸とした助成

事業の二つのフェーズに分けた進め方が、うまく機能した。特に、成果の受け取り

手がプロジェクトに参画し、事業化までの垂直立ち上げを強く意識した計画・体制

により、十分な成果を上げたことは評価できる。 
プロジェクトは、いったん走り出すと目標値達成が使命となりがちであるが、本

プロジェクトのように実用化を目指す開発研究は、社会情勢やニーズの変化にフレ

キシブルに対応できることが重要であり、常に目標値を見直すシステムを整えてお

くことが必要である。 
 
３）研究開発成果について 
研究成果に対する全体的な評価として、各テーマは目標値を充分に達成している。

また、目標の一部は前倒し、あるいは目標を超えて達成されており、数値目標とし

て挙げられた項目以外にも、実用を想定した的確な仕様が達成され、事業化に向け

た取り組みが進められている。 
開発されたガラス微細構造成型技術は世界的にもトップレベルにある技術であり、

低コストかつ大面積のナノ構造形成技術を想定した目標と成果は、助成事業におい

て示された各種応用展開に留まらない波及効果があり、今回の技術目標を達成した

意義は今後ますます高まることが期待される。また、特許の出願、論文、学会等で

の発表、シンポジウムの開催、プレスリリース等、知的財産権の取得や成果の普及



 

12 

は適切に実行されている。 
一方、本プロジェクトは、競争の激しい分野であり、他の競合技術を常に比較検

討し、本開発で得られた技術の優位性を常に見極めて行く必要がある。また、実施

者に限らぬ国内産業の発展にも成果が十分活かされるよう、ノウハウ的な部分の成

果についても、可能な範囲で普及に努めて欲しい。 
 
４）実用化の見通しについて 
ガラスの微細加工に基づく光の変調現象の発現とそれを利用した光学部品、光学

素子の開発、具体的なシステムや製品への展開にかかわるビジョンは明確であり、

本プロジェクトによって開発された新しい材料や新規なプロセス技術を助成事業に

引き継ぎ、実用化への技術課題を明確にして、事業化に向けて取り組んでいる。ま

た、企業内および企業間の研究開発が明確で、実用化に向かって計画は着実に進ん

でいる。 
一方、市場規模や成長性は常に変化しており、また新たな技術開発も進んでいる

ので、競合技術の性能およびコストに対して差別化できる技術になり得るかが課題

となる。市場が要求するコスト及びそれに対応できる技術的な見通しを見極めなが

ら、実用化技術の開発を進めてほしい。 
なお、これまで予想してきた市場とは全く異なる市場への波及効果も期待できる

ので、種々の分野での本技術の利用可能性についても調査してほしい。 
 



 

個別テーマに関する評価 

 研究開発成果について 
高屈折・低屈伏点ガラ

スの研究 
 

市販されている光学ガラスの屈折率と屈伏点の広範なデータに基づいて目標値が的確に設けら

れ、非常に多くの成分と組成を検討して、光学ガラスとしては未だ実用化されていない世界最高

レベルの高い目標を達成している。ガラス組成の探索の際、単なる試行錯誤ではなく、高屈折率

と低屈伏点の観点から主としてビスマスホウ酸塩系とビスマスリン酸塩系に重点を置き、目的の

物性のガラスを得ることに成功している。また、プロジェクトに参画しているユーザーである製

品メーカーとの共同開発であるので、開発されたガラス素材の確実な普及につながっている。 
一方、ガラスの組成開発としては、数値目標に表れない仕様の中にも、実用性の重要な指標と

なるものがあり、高屈折・低屈伏点の目標値だけでは評価が難しい面もある。素材を実用化する

には、最終製品としてのトータルな機能が優れていることが重要であるので、普及への見直しは

周辺部材との適合性やコスト等、目標値以外の物性も含めて総合的に評価する必要がある。 
サブ波長微細構造成

型技術の開発 
モールドの形状や材質、さらには耐久性に至るまで、コストや量産性といった事業化を意識し

ながら、プレス成型により、大面積に高アスペクト比で微細構造を形成する技術を開発し、偏光

分離、反射防止、屈折・回折制御などの素子に適応できる微細構造形成を可能にした。これらは

世界的にもハイレベルの技術であり、実用化可能な光学材料・デバイスの開発に成功した点は高

く評価できる。また、知財の確保も適切になされており、プレス発表など成果の普及にも積極的

に努めている。 
 一方、高度な基盤技術を確立できたが、実用化に向けては耐久性、信頼性など、モールドの

材質と構造、ガラス組成、加工の条件など複数の側面からのさらなる検討が必要である。 
今後、ガラスのプレス成型によって形成されるアスペクト比、周期性、曲面形状などの微細構

造の限界を明らかにすれば、本技術の応用範囲の見極めが可能となり、新分野・新市場への展開

の可能性が拡大する。 
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 研究開発成果、実用化・事業化の見通し及び今後の提言 
偏光分離素子の開発 新規開発されたガラス材料を用いてモールドによる複合的な構造を形成し、単一のガラスプリ

ズム表面で波長板の機能と位相制御を実現するなど、実用レベルをクリアする特性が実機検証と

して得られており、目標は達成されている。偏光に依存した種々の特性を高い自由度で実現でき

るものであり、想定されている光ディスク光学系以外にも、各種の光学機器への波及効果も十分

期待される。 
一方、光ディスク光学系は、既に従来技術で相当の高機能が低価格で実現されており、競合技

術に対しての優位性を見極める必要がある。また、量産化する場合、プレス成型部の精細性、連

続プレスの耐久性・信頼性など、コストや生産性については、まだ確認すべき課題を残している。

屈折・回折複合素子の

開発 

 

ガラスの成型過程ではモールドの問題点を的確に解析・解決し、ガラス表面に精度良く微細構

造を形成した。さらに屈折率とアッベ数の観点から樹脂との整合性の良いガラス組成の開発も行

い、解像度、コントラストなど従来レンズに比べて同等以上の性能を持つ屈折・回折レンズの作

製や大面積加工に成功して、当初の目標値をクリアしており、評価できる。 
実用化に関しては、樹脂のみを複合化したレンズに対する優位性が具体的に示されており、従

来技術に比べ高品位な画像を提供できるとともにレンズ系を短縮できるので、本技術は DSC（デ

ジタルスチルカメラ）製造技術における重要技術となり、市場規模の拡大に貢献できる。 
一方、ガラスの成型過程において、屈伏点の低いガラスでは離型の際に割れが生じる傾向が見

られる。製品としての特性には問題がないとのことであるが、本プロジェクトの主旨の一つであ

る低屈伏点ガラスの開発の観点からは、この種のガラスであっても割れを防ぐことが可能なプロ

セスを見いだすことを実用化や量産化に向けて考慮すべきである。 
広帯域無反射素子の

開発 
 

微細構造を持つ曲面モールドの作成およびそのプレス成型の基礎技術を確立し、錘型微細構造

が 2 次元に形成された広帯域反射防止素子を開発して、設定した目標を達成し、実用化可能な素

子を製造出来る見通しを得たことは評価できる。複数の競合技術に対する優位性が発揮されてお

り、新規な特性をもたらす差別化技術として今後の事業化が期待できる。さらに、曲面上に反射
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防止構造を形成し、ゴースト、回折フレアなしの高難度の技術の開発により、他分野や新分野で

の応用発展性など当初の想定外の波及効果についても期待される。 
一方、実用化に関しては、モールドの寿命が重要であり、高耐久性モールド材の改良やガラス

組成の改善などの問題が残されている。また、量産化する場合には、他のコーティング技術との

性能やコスト面での優位性を明確にする必要がある。 
今後、現在市場に出ている同機能を持つ素子に対し、構造を制御できるメリットを活かした機

能的な差別化ができることに期待したい。 



 

評点結果〔プロジェクト全体〕 

 

2.3 

3.0 

3.0 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

４．実用化、事業化の見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

 
平均値 

 
評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.9 A A B A A A A
２．研究開発マネジメントについて 3.0 A A A A A A A
３．研究開発成果について 3.0 A A A A A A A
４．実用化、事業化の見通しについて 2.3 B A A B B B B
（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 
 
 
〈判定基準〉  
１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 
・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

２．研究開発マネジメントについて ４．実用化、事業化の見通しについて

・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D
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評点結果〔個別テーマ〕 

 
 
高屈折・低屈伏点ガラスの研究 
 
 

2.7 

0.0 1.0 2.0 3.0 

1.研究開発成果

 
 
 
 
 
 

平均値  
 
 
サブ波長微細構造成型技術の開発 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

1.研究開発成果

 
平均値 
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偏光分離素子の開発 

2.1 

2.6 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化、事業化の見通し

1.研究開発成果

 平均値 

 
屈折・回折複合素子の開発 

2.3 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化、事業化の見通し

1.研究開発成果

 
平均値 

 
広帯域無反射素子の開発 

2.4 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化、事業化の見通し

1.研究開発成果

 平均値 
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個別テーマ名と評価項目 平均値 素点（注） 

高屈折・低屈伏点ガラスの研究 
 １．研究開発成果について 2.7 A B B A A A A
サブ波長微細構造成型技術の開発 
 １．研究開発成果について 2.9 A A A A A B A
偏光分離素子の開発 
 １．研究開発成果について 2.6 A A B A A B B
 ２．実用化、事業化の見通しについて 2.1 B A B B A B C
屈折・回折複合素子の開発 
 １．研究開発成果について 3.0 A A A A A A A
 ２．実用化、事業化の見通しについて 2.3 B A A B B B B
広帯域無反射素子の開発 
 １．研究開発成果について 3.0 A A A A A A A
 ２．実用化、事業化の見通しについて 2.4 B A A B B A B

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 
 

 
〈判定基準〉 

 

１．研究開発成果について ２．実用化、事業化の見通しについて

・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

 


